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平成

  

年

  

月

  

日

 

成果有体物移転確認書

（

作成例

）

 

【直接費用なしの場合】

 

  

国立大学法人香川大学（以下、「本学」という。）に帰属する研究成果有体物を下記の条件で、

 

 

[

移転先所属機関名○○○○

]

」

へ移転するものとする。

 

 

                         

国立大学法人

香川

大学

研究推進機構

 

機

 

構

 

長

      

○

 

○

  

○

 

○

    

印

 

 

総合生命実験センター

 

○○○○○部門

 

研究代表者名

    

○

 

○

  

○

 

○

    

印

 

 

記

 

 

１．研究成果有体物名（研究材料名）および量

 

   

○○○

  

○○

ug/ml

 

２．使用目的

 

 

３．使用方法

 

 

４．使用場所

 

 

５．研究実施者

 

 

６．研究責任者

 

 

７．同意事項

 

（１）

 

当該有体物は研究実施者のみが使用し、また第三者に無断で譲渡又は移転しない。また、当該

   

有体物を受領したときは、本学に対して受領書を提出するものとする。但し、送付書又は該送付書

に相当する電子記録をもって受領書に替えることができる。

 

（２）

 

当該有体物は上記使用目的のために使用し、他の目的、特にヒトを対象とした実験には使用し

   

ない。

 

（３）

 

当該有体物に付随して開示した関連

情報は、秘密に取扱い、第三者に開示しない。但し、提供

   

時での公知情報についてはこの限りではない。

 

（４）

 

実験結果は本学に開示すると共に、これを秘密に取扱い、第三者に開示しない。

 

（５）

 

実験の結果、知的財産が創作された場合、別途協議の上、当該知的財産に関する取り扱いにつ

   

いて決定する。

 

（６）

 

実験結果を公表する場合、事前に本学と協議する。

 

（７）

 

当該成果有体物の使用、保存等に関連して生じた損害・被害に対して責任を負い、本学を免責

   

する。

 

 

  

上記事項に同意します。

 

 

     

平成

  

年

  

月

  

日

 

 

                

移転先所属機関名

 

                

責任（代表）者

 

                

役

 

職

 

氏

 

名

                 

印

 

）
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　平成　　年　　月　　日

成果有体物移転確認書（作成例）

【直接費用なしの場合】


　　国立大学法人香川大学（以下、「本学」という。）に帰属する研究成果有体物を下記の条件で、

　[移転先所属機関名○○○○]」へ移転するものとする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立大学法人香川大学研究推進機構


機　構　長　　　　　　○　○　　○　○　　　　印


総合生命実験センター　○○○○○部門


研究代表者名　　　　○　○　　○　○　　　　印


記

１．研究成果有体物名（研究材料名）および量

　　　○○○　　○○ug/ml

２．使用目的

３．使用方法

４．使用場所

５．研究実施者

６．研究責任者

７．同意事項

（１）　当該有体物は研究実施者のみが使用し、また第三者に無断で譲渡又は移転しない。また、当該　　　有体物を受領したときは、本学に対して受領書を提出するものとする。但し、送付書又は該送付書に相当する電子記録をもって受領書に替えることができる。

（２）　当該有体物は上記使用目的のために使用し、他の目的、特にヒトを対象とした実験には使用し　　　ない。

（３）　当該有体物に付随して開示した関連情報は、秘密に取扱い、第三者に開示しない。但し、提供　　　時での公知情報についてはこの限りではない。

（４）　実験結果は本学に開示すると共に、これを秘密に取扱い、第三者に開示しない。

（５）　実験の結果、知的財産が創作された場合、別途協議の上、当該知的財産に関する取り扱いにつ　　　いて決定する。

（６）　実験結果を公表する場合、事前に本学と協議する。

（７）　当該成果有体物の使用、保存等に関連して生じた損害・被害に対して責任を負い、本学を免責　　　する。

　　上記事項に同意します。 

　　　　　平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　移転先所属機関名

　　　　　　　　　　　　　　　　責任（代表）者

　　　　　　　　　　　　　　　　役　職　氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　印




